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北陸新幹線 小松駅 駅舎の建築工事が完了！ 

～ 駅舎の建築工事を終え、設備工事が終盤へ ～ 

 

北陸新幹線 小松駅は、令和2年11月より本格的に駅舎の建築工事を進めてまいりましたが、

今月で完了しましたのでお知らせします。 

 

小松駅は「ふるさとの伝統を未来へつなぐ『ターミナル』」をデザインコンセプトとして、慣れ親し

んだ白山の雄大な山並みと未来を感じるターミナルを目指して駅舎の建築工事を進めてきました

が、このたび最後の工程である内装工事を終え、駅舎の建築工事が完了しました。 

引き続き、設備(電気・機械)工事を進めてまいりますので、工事期間中JR小松駅をご利用の皆

様にはご不便をお掛けいたしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎外観写真（令和４年 8 月現在） 

 

 

 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

 北陸新幹線建設局 渉外部 
ＴＥＬ 0761-58-0067  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小松駅内装の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改札内コンコース コンコース階待合室 

ガラス面に市松模様で配置した日華石（にっかせき） 県産木材を用いたコンコースの天井 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   北陸新幹線 小松駅新築 工事概要 

１． 工事件名 北陸新幹線 小松駅新築 

２． 工事場所 石川県小松市八日市町地方地内（ＪＲ西日本 小松駅隣接地） 

３． 工事内容 小松駅 

        駅 本 屋※1   鉄骨造平家建 約２,２００㎡   ※1：コンコース、駅務室、待合室など、旅客・駅務施設を指す 

        旅客上家※2   鉄骨造平家建 約６,７００㎡   ※2：ホーム上に掛かっている屋根・外壁を指す 

４． 施 工 者 奥村・トーケン・中東北陸新幹線、小松駅新築特定建設工事共同企業体 

５． 駅 諸 元 ホーム形式：相対式２面２線 

     ホーム延長：３１２ｍ、駅舎の高さ：約２１ｍ、駅舎の幅：約２４.５ｍ 

 

ホーム上の可動柵 ホーム階 

ホーム階待合室 ホーム上の駅名標 


